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小
川
再
生
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
内（
市
川
大
野
高
等
学

園
北
側
）

市
内
在
住・在
学
の
小
学
生
以
上
と
そ
の
家
族
、抽
選

で
１
７
０
人

往
復
は
が
き
に「
米
っ
人
く
ら
ぶ
参
加
希
望
」と
住
所
、

電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り

が
な
）、性
別
、学
校
名
、新
学
年
を
書
き
、３
月
９
日（
金
）

必
着
で
青
少
年
育
成
課

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
１
の
17
の
15
）

参
加
者
説
明
会 

４
月
７
日（
土
）午
前
中
に
参
加
者
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

参
加
の
可
否
及
び
参
加
者
説
明
会
の
案
内
を
３
月
31
日

（
土
）ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

☎
 ３
８
３・９
４
１
９
青
少
年
育
成
課

　

育
て
た
お
米
と
野
菜
を
使
っ

て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
豚
汁
を
作

り
、み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。苦
労
し
て
作
っ
た

お
米
は
お
い
し
さ
も
格
別
。収

穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
ひ
と

と
き
で
す
。

　

あ
っ
ド
ジ
ョ
ウ
だ
。田
ん
ぼ
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
と
の
出
会
い
が

あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
自
然
を
観

察
す
る
力
を
育
ん
で
く
れ
ま
す
。こ

の
日
も
イ
ナ
ゴ
や
バ
ッ
タ
の
幼
虫
、

小
川
で
は
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
多
く
の

生
き
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

耕
し
た
田
ん
ぼ
に
水
を
入

れ
、土
と
混
ぜ
な
が
ら
平
ら
に

し
て
行
き
ま
す
。田
ん
ぼ
に
入

る
の
が
初
め
て
の
家
族
も
多

く
、歩
く
の
も
大
変
で
す
。協

力
し
て
、稲
が
む
ら
な
く
成
長

で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
手
作
業
で
行
い

ま
す
。苗
は
３
本
ず
つ
、流
れ
な

い
よ
う
に
慎
重
に
植
え
て
い
き

ま
す
。大
変
な
作
業
で
す
が
、

粘
り
強
く
作
業
を
や
り
遂
げ
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
実
っ
た
稲
の
刈
り

取
り
で
す
。一
株
ご
と
に
鎌
で

刈
り
取
り
、わ
ら
で
縛
っ
て
束

ね
ま
す
。束
ね
た
稲
は
、は
ぜ
に

掛
け
天
日
に
干
し
て
十
分
に
乾

か
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
、体
験
学
習
事
業
の

参
加
家
族
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
野
町
４
丁
目
に
あ
る

「
小
川
再
生
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
」で

行
わ
れ
る
農
業
体
験
活
動
で
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
・
脱だ

っ

穀こ
く

な
ど

稲
作
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

作
業
や
野
菜
づ
く
り
を
親
子
で
行
い
ま
す
。

活
動
は
地
元
協
力
者
、Ｊ
Ａ
の
職
員
、

元
学
校
の
教
員
な
ど
と
関
わ
り
な
が
ら

４
月
か
ら
11
月
ま
で

月
２
回
程
度
行
わ
れ
ま
す
。

体
験
学
習
事
業

「
米
っ
人
く
ら
ぶ
」と
は

市
内
で
は
田
ん
ぼ
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

希
少
な
田
園
風
景
を
残
し
、環
境
学
習
や

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
残
さ
れ
た
田
園
風
景

収穫感謝祭 昆虫教室 代かき

田植え稲刈り・はぜかけ

参
加
者
説
明
会

（
４
月
）

代
か
き

（
４
月
下
旬
）

田
植
え

（
５
月
上
旬
）

補
植（

５
月
下
旬
）

田
草
取
り
・
昆
虫
教
室

（
６
月
上
旬
）

防
鳥
ネ
ッ
ト
は
り

（
７
月
上
旬
）

は
ぜ
作
り

（
８
月
中
旬
）

稲
刈
り
・
は
ぜ
か
け

（
９
月
）

脱
穀（

９
月
下
旬
）

収
穫
感
謝
祭

　

（
11
月
中
旬
）

11
月
18
日（
土
）

６
月
10
日（
土
）

４
月
22
日（
土
）

５
月
６
日（
土
）

9
月
9
日（
土
）

　

市
で
は
農
業
体
験
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
体
験
学
習
事
業

「
米こ

め

っ
人と

く
ら
ぶ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。農
業
体
験
は
食
に
対
す
る
あ
り
が
た
さ
、勤
労

の
喜
び
を
知
り
、協
力
し
合
う
心
や
自
然
を
観
察
す
る
力
を
養
う
生
き
た
教
材
で
す
。

☎
 ３
８
３・９
４
１
９
青
少
年
育
成
課

米
作
り
・
野
菜
作
り
で
実
り
の
喜
び
を

稲
穂
と
育
つ
子
ど
も
の
心

　一つのことを、大人も子どもも一斉に協力しな
がらやり遂げるというのが貴重な経験でした。ス
ポーツや遊びとは違った関わり方を親子でで
きたと感じました。みんなで作り上げた作
物はとてもおいしかったです。

　収穫祭の様子で驚いたのですが、子どもたち
が自然と片付けまでしっかりやるんです。 「私た
ちがしっかり育てたんだぞ」と道具まで大切に
しているのですね。こういった物や食べ物
を大切にする気持ちを、日常の中で
も持って欲しいですね。

　初めて田んぼに入ったときは歩くのも大変でし
た。でも、わからないことがあっても周りの人がい
ろいろと教えてくれたので楽しくできました。昆
虫や植物の観察もできて、学校で習うだけ
ではない、生きた実体験として残った
と感じています。

29年度に参加した
柏熊さん一家

ボランティアとして
参加している松丸さん

29年度に参加した
小倉さん一家

タビューンイ

タビューンイ

タビューンイ

米
っ
人

く
ら
ぶ
の

１
年

45

１
年

し
ろ


